
改善箇所説明図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：         は、保護カバーを取り付ける部品を示す。 

 

 

 

識別：「90S9」と記入したキャンペーンステッカーを車両に貼付する。 

リヤシートの下に取り付けられているデータバスダイアグノシスインターフェースにおいて、リヤシートにこぼした液体の

水分や、車体底部のシーリングが不十分なため、大雨時や深い水たまりを走行した際に浸入した水分により、データバス

ダイアグノシスインターフェース内で短絡が発生することがある。そのため、警告灯が点灯するとともに、エンジンが出力

を抑える緊急走行モードに入ったり、パワーステアリングのアシスト力が減少したりするおそれがある。 

改善の内容 
全車両、データバスダイアグノシスインターフェースに保護カバーを取り付ける。また、一部車両においては、防水性を高め

るためシーリングを塗布する。データバスダイアグノシスインターフェースに短絡が認められた場合は交換する。 
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